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会検調査に関する情報公開請求の対応
○平成21年10月9日（金）
　　毎日新聞で会計検査院が調査対象としている事務のうち、28数府県市で不正経理があることを報道

○10月12日（月）
　　府民から情報公開請求（決定期限：10月26日）
○10月14日（水）
　　毎日新聞で府県市の内部調査の結果等を報道

○10月16日（金）
　　都市整備総務課から会計検査院が府情報公開課と直接話しをしたいので、受けてもらいたいとの依頼あり
○10月19日（月）～10月22日（木）
この間、会検（企画官、専門官）、府（情報公開課長・補佐）と6回調整
　【会計検査院の依頼内容】
（１）文書の非公開決定

　　　　調査のため作成した文書はすべて非公開を求める。

（２）非公開理由　

　　①「実地検査の結果について」は会計検査院の調査結果報告に至るまでの内部手続きであり、未成熟な情報。これが公開されると、意思決定の中立性が損なわれるおそれがある。

　　②調査結果報告が出されるまでの情報のやりとりは、非公開を前提に行われたものであり、それが公開されると、受検庁と会計検査院との信頼関係、協力関係を損ねる。

③会計検査院による「正確な事実の把握を困難にするおそれ」、受検庁による「違法・不当な行為を容易に」するおそれがある。

（３）決定期限の延長

　　①　国会報告が11月中旬のため、報告日まで決定を延長できないか（ただし、報告後も公開してよいのは、会検の通知文の表紙のみ）。

　　②　せめて、事務支障を説明する資料作成期間だけでも延長してもらえないか。

【大阪府の対応】

（１）文書の非公開決定

全部非公開は明らかに不可。今後の調査の支障になる部分など限定的に非公開にするのであれば検討は可。

（２）公開・非公開理由

　　　①～③の理由は一般論であり、非公開理由としては適当でない。現在、会検で具体的な支障を検討中であり、非公開理由に該当すれば、その部分については、非公開とする余地はある。（ただし、会検からは部分的にも公開とする意思はない模様）

（３）決定期限の延長

調整に時間を要する、公非判断が困難などの理由があれば延長例はあり

（現時点では、会検には延長は困難と回答）
○他府県市の状況（今年度調査分）

　・大阪市　府と同一人から同様の請求有。

決定期限を延長し、会検の国会報告後、部分公開（照会文書の表紙、冒頭部分のみ）

　・福井県　まだ、会検の指摘を受けていないため不存在決定の予定

　・高知県　国会報告後まで公開できないとして、請求者に取下げてもらった

